
地 域 調 査

ーフィールドワークからフィールドサイエンスへー

村山祐司
Faculty of Life and Environmental Sciences

University of Tsukuba

Division of Spatial Information Science

http://www.google.com/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=W3-orEqg2adh1M&tbnid=meiuHwNt7nbb7M:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://adapt.cs.tsukuba.ac.jp/~chatbri/web/&ei=-Dp3UrGWF4mCkwWym4AY&psig=AFQjCNFUpu3oC_fWx64st8cH1h7DnK6llw&ust=1383631992457051
http://www.google.com/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=W3-orEqg2adh1M&tbnid=meiuHwNt7nbb7M:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://adapt.cs.tsukuba.ac.jp/~chatbri/web/&ei=-Dp3UrGWF4mCkwWym4AY&psig=AFQjCNFUpu3oC_fWx64st8cH1h7DnK6llw&ust=1383631992457051




科研費基盤研究A

フィールドワーク方法論の体系化―
データの取得・管理・分析・流通に関する研究―

• 地理学の基本はフィールドワークにある．人文地理学
者は，聞き取り・アンケート・観察・観測など様々な方
法を駆使して地域データを集める．

• この作業は経験や職人芸的な感性（職人技）に負うと
ころが大であり，取得データの分析や処理は試行錯
誤的に進められることも多い．

• 専門や調査地を異にする研究者にとって，フィールド
ワークはいわば「ブラックボックス」と化している．

• このため，研究の手続きが一人一人の力量に委ねら
れ，研究者間で調査手法を洗練させる，あるいはデー
タを共有するといった発想や試みはこれまであまりみ
られなかった．



本プロジェクトのねらい

• 本プロジェクトでは，人文地理学者が培ってきた豊富な
フィールドワークの経験や蓄積にもとづき，暗黙知とされて
きたフィールドワークを体系的に整理することにより，方法
論の「ホワイトボックス」化にチャレンジする．

• 研究そのものを遂行するノウハウや研究論文の論旨を組
み立てる方法などにも注意を払いつつ，データを系統的に
取得・蓄積・管理・分析・可視化・伝達する汎用的方法の
構築をめざす．

• 最終的には，研究者間でフィールドワークの技法や手順
が共有できる仕組みを確立し，アイデアの交流，データの
交換，分析手法の双方向的な活用などを可能にしたい．



USER ACCOUNT CREATION

URL: http://land.geo.tsukuba.ac.jp/testbed1
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Click on “Create Account” Tab
Type user name (minimum 3 digits)
Set passwords (minimum 3 digits)
Retype passwords
After finished, click “Continue”
Type user name and Log-In 
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FIELD SURVEYINGIn The Field

出典：Murayama, Y. and Lwin, K. 2013. Smart Data Collection and Real-time Digital 
Cartography. Kyoto Regional Conference.（以下のスライドも同様）

http://land.geo.tsukuba.ac.jp/testbed1


Geospatial Data Collection

Create user account, create new 
record, read coordinates, select 
category, attach image, add, edit 
and update records, send to Web-
server

WEB-GISWi-Fi Environment Visualize
Query
Analyze

Collect
Store
Integrate
Process

Real-time 
information and 
decision making

Geospatial Data Processing Geospatial Data Analysis

Real-time Geospatial Data Collection, Processing and Analysis under Wireless Networking Environment

http://land.geo.tsukuba.ac.jp/fieldgis2012/analyzer.aspx

Real time Web-GIS

http://land.geo.tsukuba.ac.jp/fieldgis2012/analyzer.aspx


User Domain GUI
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Thematic Mapping

- By value

- By category 

Online Digital Cartography

Real-time
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Feature Query

Using common SQL 

language to query 

the attribute value

PNAME = 'Watanabe' 

AND SUBTYPE = 'Car'

Online Digital Cartography
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1

Click  Circle tool to draw a circle and find the records inside the circle
Search result will be shown in a text box
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Spatial Query



DISCUSSION
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http://land.geo.tsukuba.ac.jp/campusgis/CampusGIS.aspx
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データと機能
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GISを用いた地域調査のながれ

• データの取得→整理→分析→可視化→伝達

フィードバック

どんなデータをどのように取
得するか？

地域調査の目的に依存



地域調査の特徴

• 空間的広がりをもった地域を対象

• 空間的思考（Spatial thinking） +生態的思考
（Ecological thinking）



実験地域の設定

• 霞ヶ浦湖岸農村地域

→茨城県小美玉市下馬場集落

• 地域調査の目的

→地域性とその形成メカニズムの解明

• 何を調べるか？

→何でも調べる



研究対象地域



霞ヶ浦湖岸地域



湖面

畑＋水田

水田

平地林＋畑

霞ヶ浦湖岸地域の土地利用モデル（高度成長期以前）

河川

泥質地

漁家

農家



1960年
代初期

霞ヶ浦湖岸平地農村における土地利用（小美玉市下馬場周辺）



1990年
代初期

霞ヶ浦湖岸平地農村における土地利用（小美玉市下馬場周辺）
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1950年代における農家の暮らし
（小美玉市下馬場集落）



畑

水田

農家

非農家

高度成長期以前 現 在

大都市圏外縁部における稲作農村集落の構造変容

農外就業

閉鎖性：大 閉鎖性：小
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研究対象地域



農業集落カード（小美玉市下馬場集落）



農業集落カードの集落境界
（小美玉市）



キーはデータベース！

• データのソース

→聞き取り，観察，観測，アンケート，

各種台帳・個票，空中写真，衛星画像，

地域統計，古文書，古地図，etc.

位置情報（緯度・経度）と時間情報でデータを管
理することが重要！



フィールドサイエンスとは？

• 方法論の科学（帰納的思考，一般性・法則性の追究）

→エビデンスやデータをもって語らしめる！

• 地域を対象にして，地理情報を取得・管理・分析・可視化・
流通・公開する汎用的方法を構築し，諸学問への応用の仕
方を探求する学問．

• 地域をキーに，人文社会科学と自然科学をつなぐ学際的
領域．

40

GIS技術が大きく貢献！



フィールドサイエンスの確立に向けて

• 地域が舞台
• 仮説検証＋仮説構築
• 開放性と閉鎖性
• 非集計思考と集計思考
• 絶対的思考と相対的思考
• 変化するもの，しないもの
• 固有性と一般性
• 誤差と残差
• 比較と転移

etc.



フィールドサイエンスは
なにをめざすのか？

• 学問的貢献
＊一般性の追究，隣接学問分野を結集
＊空間パターン→空間プロセス→空間予測

→空間制御・管理の研究へ

• 社会的貢献
＊社会が求めるのは将来予測や今後のあり方
＊帰納的思考・プロセス研究を通して，地域の政策や
計画へ積極的関与．

＊フォアキャストではなくバックキャスト的思考



ヘーゲルシュトラントの
シアトル訪問（1959年）

ーワシントン大学地理学科
の印象を問われてー，

「私は題材に興味があった
が，彼らは統計的検定法な
ど，分析手法に興味を抱い
ていた．

私は一種の社会的世界像
を組み立てることに関心があ
り，拡散研究や人口移動研
究などは，私の頭の中では
社会や住民が地域にいかに
根付き，いかに機能するの
か，その全体像をみる一つ
の方法に過ぎなかった.

(Dialog Project1987).



地理学の第一法則（トブラー，1970年）

「すべてのものは他のすべてのものに関係するが，
遠くのものより近くのものがもっと関係する」



Thank You

Inquiry:
mura@geoenv.tsukuba.ac.jp

(Yuji Murayama)

mailto:mura@geoenv.tsukuba.ac.jp

